
講　座　内　容

※講座一回当たりの所要時間は、一部の講座を除き、1時間30分から2時間程度です。
※教材費等は、講座内容や人数によって変動するため、個別相談とします。

1.文学

講座№ 　　　講　　座　　名 　　　　　　　内　　　　　　　容  回数 　対　　象

　1‐1 俳句、一から始めよう 初めて俳句を作る方を対象に、俳句づくりの 1～3 どなたでも。
ポイントや、季語についてお話します。 子ども向け
また、名句を鑑賞することにより、俳句の世界 講座も可
を味わいます。

　1‐2 俳句で脳トレ 俳句を使って、ゲームや脳トレをします。 1～2 どなたでも
今まで俳句をつくったことがない方でも
楽しめます。

　1‐3 『おくのほそ道』を読んでみよう 松尾芭蕉の『おくのほそ道』について、概要の 1 どなたでも
講義をしたうえで、時代背景、芭蕉の人生観
など考察を行います。また、本文を声に出して
読むことにより、理解を深めます。

　1‐4 声に出して読む『おくのほそ道』 松尾芭蕉の『おくのほそ道』の本文を音読し 1 どなたでも
ます。音読の楽しさと、文学としての『おくの
ほそ道』両方を味わうことができます。
『おくのほそ道』の解説も行います。

　1‐5 吟行を楽しもう 自然にふれあって俳句をつくる吟行に、出か 1～2 どなたでも。
けます。地域を知るきっかけにも、なります。 子ども向け
散策の後、句会を行います。今まで俳句を 講座も可
つくったことがない方でも楽しめます。

　1‐6 句会を楽しもう 俳句の醍醐味、句会を楽しみます。句会の 1～2 どなたでも
やり方を学び、参加者全員で句会を楽しみ
ます。外に出かけて俳句をつくる吟行会を
行うことも可能です。




